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１．研究ステーション名 イノベーティブ理工系英語教育研究ステーション 
    研究代表者名 共通教育部総合文化部会・教授 Shi Jie （史傑） 

 

２．研究組織 

  ＜学内構成員＞ 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 共通教育部 教授 史傑 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 共通教育部 教授 西村芳康 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 知能機械工学専攻 教授 小池卓二 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 先進理工学専攻 教授 渡邊信一 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 情報通信工学専攻 教授 芳原容英 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 知能機械工学専攻 教授 石川晴雄 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 先進理工学専攻 教授 阿部浩二 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻 准教授 坂本真樹 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 先進理工学専攻 准教授 張贇 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 共通教育部 教授 奥浩昭 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 共通教育部 准教授 上原寿和子 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 共通教育部 教授 鈴木勝 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻 准教授 高橋祐樹 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 情報通信工学専攻 教授 張熙 

電気通信大学 実践的コミュニケーション教育推進室 特任教授 樽井武 

  ＜学外構成員＞ 

日本 早稲田大学 理工学術院 教授 Laurence Anthony 
米国 University of California, Santa Barbara Department of Linguistics Professor Stefan Gries 
韓国 Hanyang University Department of English Education College of Education Professor 

Moonsub Han 
中国 Fudan University Department of English Professor CAI Jigang 
香港 Hong Kong Polytechnic University Department of English Professor Winnie Cheng 
日本 富山大学 外国語教育専任教員 准教授 Theron Muller 
日本 国際基督教大学 大学院アーツ・サイエンス研究科 教授 John Maher 
日本 会津大学 語学研究センター(CLR) 教授・センター長 William Rozycki 

(IEEE- PCS 日本支部会長) 
日本 東京医科歯科大学 国際交流センター 准教授 Kevin Cleary 

 (日本・全国語学教育学会会長) 
日本 多摩大学・電気通信大学情報理工学部 非常勤講師 YU Yan 
日本 多摩美術大学・電気通信大学情報理工学部 非常勤講師 Paul McKenna 
日本 RIKEN・電気通信大学情報理工学部 非常勤講師 Uma Mahesuari Rajagopalan 
日本 電気通信大学 情報理工学部 非常勤講師 橋本信一 



日本 青山学院大学 理工学部 准教授 Charles Robertson 
日本 東海大学 専任准教授 藤田玲子 
日本 北陸先端科学技術大学院大学 先端領域基礎教育院 教授 William Riley Holden 
 

３．平成２５年度の研究の特筆すべき成果 

  平成 26 年 2 月 22 日に日本でのはじめて ESP 分野の国際シンポジウム(“International 
Symposium on Innovative Research and Teaching in ESP”)を本学で主催しました. シンポジ

ウムに、中国（上海）、中国（香港）、韓国、米国から著名な研究者 4 名を招聘したこと

によって、本学と本研究ステーションがアジア ESP 研究拠点への発展することを促しま

した。 
  また、平成２５年７月から平成２６年３月の間に、学内外構成員による国内外の学会の

招待講演・論文発表（１６本）・学会論文集及び学誌論文（６本）を発表しました。分野

内には、学術研究活動が活発に行っている研究ステーションです。（以下７を参照） 
  
４．平成２５年度の研究成果の公表実績 

 国際シンポジウム： 

平成 26 年 2 月 22 日に ESP 分野の国際シンポジウムを本学で主催しました： 
“International Symposium on Innovative Research and Teaching in ESP” 
 研究会： 

   平成 25年度に本研究ステーションの学外構成員の有志研究者が平成25年8月から平

成26年 1月まで、毎週火曜日午後6時から9時まで、計16回研究会を行いました。 

 発信状況： 

   日本大学英語教育学会・ESP研究会と全国語学教育学会・高等教育者研究会と連携し、

研究発表及びゼミナールなどの機会及び海外の国際学会で研究論文の発表と海外大

学の研究者との共同研究を行いことによって、本研究ステーションの研究活動を発

信しました。また、学外構成員と ESP 研究者との研究会を開催することで、本研究

ステーションが共同研究者を募集しました。 

 

５．外部資金の獲得状況 

一般社団法人大学語学教育学会 JACET ESP関東 研究会（正式後援組織） 

代表者名 保尚武会長 直接経費額・間接経費 なし 

 

６．今後の研究発展 

今後、上記日本大学英語教育学会、全国語学教育学会、海外の大学（上海復旦大学、北京

郵電大学、香港理工大学、韓国 Hangyang大学、米国 UCSBなど）と連携しながら、共同研

究（特にコーパスの構築、ESP 教授法、ESP 教材開発）を行う計画です。ESP 研究会を毎

月開催することと、毎週金曜日の午後自由研究会議を行うこと。他大学の構成員の増加及

びシンポジウムを開催する予定があります。外部資金の獲得に力を尽くします。 
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